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【報告】 温室効果ガス排出量の報告について

※その他６ガス：メタン、一酸化二窒素、ハイドロフルオロカーボン類、パーフルオロカーボン類、六ふっ化硫黄、三ふっ化窒素
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【報告】 温室効果ガス排出量の報告について

2025年度大田区役所の温室効果ガス排出量（速報値）

3

令和７年度から、再エネ電力を多く
の施設で導入拡大した。そのため、
温室効果ガス排出量が減少した。

2013年度比

▲34.0%

令和12年度
2030年度
（目標値）
▲51.0％

※温室効果ガスは二酸化炭素（CO2）のみを対象
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